
 

 

 

 

教員紹介冊子	

（2018 年 4 月作成）	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法政大学大学院	 国際文化研究科 



氏名 粟飯原 文子 （あいはら あやこ） 准教授 

こんな研究

をしていま

す 

英語圏・仏語圏アフリカの文学、特に小説を中心に研究しています。

そのほか、アフリカの映画や音楽についても学んでいます。 

こんな成果

を挙げてい

ます 

【共著】 

Crossing Places: New Research in African Studies, Cambridge Scholars Publishing, 2007 年. 

『グローバルヒストリーとしての「1968 年」――世界が揺れた転換点』ミネルヴァ書房, 

2015 年. 

【論文】 

“Modernity, Struggle and the Urban Dream: Yvonne Vera’s Butterfly Burning”, Studies in English 

Literature, English Number 49, 日本英文学会, 2008 年3 月. 

“African “Modernist” Mythopoeia and Aesthetic Traditionalism: Yvonne Vera’s Nehanda”, 

Studies in English Literature, English Number 53, 日本英文学会, 2012 年3 月. 

「移動をめぐるアフリカの物語」『思想』岩波書店, 2017年8月号. 

【翻訳】 

ヴィジャイ・プラシャド『褐色の世界史――第三世界とはなにか』 水声社, 2013年.

アルンダティ・ロイ『ゲリラと森を行く』 以文社, 2013 年. 

チヌア・アチェベ『崩れゆく絆』 光文社古典新訳文庫, 2013 年.

ウォレ・ショインカ「狂人と専門家」『紛争地域から生まれた演劇 7』 国際演劇協会日本セ

ンター, 2016 年.

チゴズィエ・オビオマ『ぼくらが漁師だったころ』早川書房, 2017年.

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

・パンアフリカニズムの歴史

・アフリカ哲学

・旧植民地世界の文学

・アジア・アフリカ・ラテンアメリカ（いわゆる第三世界）の連帯の歴史

・第三世界における民族主義とマルクス主義の展開

こんな授業

を行なって

います 

アジア・アフリカ・ラテンアメリカの（出身の作家による）さまざまな文学作品

を精読して、文学作品が時代、社会、世界の状況にどのように応えているのか考

え、地域と言語を横断した世界文学への視座を身に付けることを目指します。 

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

日本英文学会、日本比較文学会、日本アフリカ学会、African Literature Association に所属し

ています。 
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氏 名 	 	 	 浅川	 希洋志	 （あさかわ	 きよし）	 	 	 教授	

こんな研究を

しています 

1. 最適経験（optimal experience）といわれるフロー経験（flow experience）と精神的	
	健康・Well-beingの関係について。	

2. 教育プロセスにおけるフロー経験と最適発達の関係について。	

こんな成果を

挙げています 

1.『フロー理論の展開』（共編著）世界思想社（2003年）．	

2.	“Flow Experience and Autotelic Personality in Japanese College Students: How Do They 
Experience Challenges in Daily Life?” (Journal of Happiness Studies, 5, 2004). 

3.「フロー経験の諸側面」島井哲志編『ポジティブ心理学：21世紀の心理学の可能性』
ナカニシヤ出版（2006年）．	

4.	“Stress and Coping among Asian Americans: Lazarus and Forkman’s Model and Beyond”（共
著） (In P. T. P. Wong, & L. C. J. Wong (Eds), Handbook of Multicultural Perspectives on 
Stress and Coping, Springer, 2006).	

5.	“Flow Experience, Culture, and Well-being: How Do Autotelic Japanese College Students 
Feel, Behave, and Think in Their Daily Lives?” (Journal of Happiness Studies, 11, 2010). 

6.『フロー理論にもとづく「学びひたる」授業の創造―充実感をともなう楽しさと最適
発達への挑戦』（共著）学文社（2011年）．	

7.「楽しさと最適経験の現象学―フロー理論―」鹿毛雅治編『モティベーションをまな
ぶ 12の理論』金剛出版（2012年）．	

8.「先生、すごく楽しかった。時間忘れちゃった―フロー理論―」『児童心理』1 月号,
金子書房（2013年）．	

9.「ポジティブ心理学―“精神疾患の治療”から“充実した人生”の研究へ―」『児童
心理』10月号臨時増刊，金子書房（2013年）．	

10.「『日常生活を充実させる』テクノロジー」（自動車技術，68,	2014）．	
11. “Universal and Cultural Dimensions of Optimal Experiences”（共著） (Japanese 

Psychological Research, 58, 2016). 
12.（監訳）チクセントミハイ『クリエイティヴィティ―フロー体験と創造性の心理学』
世界思想社（2016年）．	

13.	“The Role of Active and Passive s-WOM: Does Participation Affect e-Loyalty?”（共著）
（ In J. A. Trespalacios-Gutierrez, R. Vazquez-Casielles, E. Estrada-Alonso, & C. 
Gonzalez-Mieres (Eds), Marketing Insights: la respuesta del comercio a las tendencias de 
comportamiento social del consumidor, KRK Ediciones, 2017).	

ほかに、こん

なジャンルに

関心をもって

います 

文化と心の働きに関する研究。例えば、異なる文化で育った人々は、同じ場面で同じよ

うな心の働き方や経験をするだろうか。また、学校教育は文化の担い手としての子ども

たちにどのようなことを期待し、そのような教育プロセスの中で、子どもたちはどのよ

うな心の働き方を身につけていくのだろうか、といったことに興味を持っています。	

こんな授業を

行なっていま

す 

「異文化社会論 IIA/B」：文化心理学の立場から心の働きと文化の関連について学ぶと

ともに、異文化社会／多文化社会における適応とはどういうことかを考えていきます。

また、受講者が自分自身の異文化体験に対する考察を深めていくための一助となるよう

な授業になればと考えています。	

学会や社会で

こんな活動を

しています 

所属学会：日本心理学会、International Positive Psychology Association、European Network 
for Positive Psychology. フロー理論への関心の高まりから、教育、産業、ビジネスとい
った分野での講演の機会が増えています。また、小・中学校の学校研究のサポート、企

業内のメンタルヘルス・モニタリング・システムの構築などにも関わっています。 
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氏 名 	 	 岩川	 ありさ	 （いわかわ	 ありさ）	 専任講師	

こんな研究

をしていま

す 

専門領域：日本近現代文学、文芸批評、クィア・スタディーズ 
「トラウマと記憶」という問題について、言語や文化表象の側面から考えています。

文芸誌などに発表されたばかりの小説や現在放映中のアニメーションまで幅広い

対象へのアプローチをしています。	

こんな成果

を挙げてい

ます 

【論文】	

・「クィアな自伝―映画「ムーンライト」と古谷田奈月「リリース」をつないで」『早

稲田文学増刊女性号』2017 年 9 月発行、pp.436-444。	

・「コミュニカティブなクィア？―李琴峰「独舞」を手がかりにして」『現代思想』

2017 年 8 月号、pp.186-194。	

・「どこを見ても記憶がある―多和田葉子『百年の散歩』論」『新潮』2017年 5 月号、

pp.154-157。	

・「境界の乗り越え方―多和田葉子『容疑者の夜行列車』をめぐって」『論叢	

クィア』5、クィア学会、pp.82－102、2012 年 11 月。	

・「記憶と前未来－林京子「祭りの場」と「長い時間をかけた人間の経験」をつな

いで」『言語情報科学』11、東京大学大学院総合文化研究科言語情報科学専攻言語

情報科学編集員会、pp.191-204、2013年 3 月。	

	

【共著】	

・「ポピュラー・カルチャーと歴史認識―清家雪子「月に吠えらんねえ」における

裂け目」西田谷洋編『文学研究から現代日本の批評を考える―批評・小説・ポップ

カルチャーをめぐって』ひつじ書房、2017 年 4月、pp.110-128。	

・「pixiv という未来――「クィア・アダプテーション」としての二次創作」押野武

志編著『日本サブカルチャーを読む:銀河鉄道の夜から AKB48 まで』北海道大学出

版会、2015年 4 月、pp.88-199。	

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

・フェミニズム、クィア・スタディーズの視座からの文学テクストや表象分析。	

・マンガ、アニメーション、2.5 次元ミュージカルなどのサブカルチャー研究。	

・文芸創作の理論的な理解。	

こんな授業

を行なって

います 

 

文献の講読を行いながら、文学テクストや表象テクストを読み解くための方法や理

論について学びます。その上で、受講生それぞれの方が興味のある具体的なテクス

トについて分析し、発表し、議論を重ねながら、よりよい論文を書くために必要な

知識やスキルを学びます。また、視聴覚資料を多く用いて、身近なものとして、研

究と向かいあえるようにしています。	

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

・2017 年、文芸誌の「文學界」で新人小説月評を担当しました。		

・日本近代文学会運営委員(2015 年 4月〜2017年 3月)。	

・「"思い込み"から抜け出そう！LGBT と多様な社会を考える」（埼玉大学の渡辺大輔

さんとの講演。アムネスティ・インターナショナル日本総会、2017 年 3月 11 日）	
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ͤ᭩ㄅሗࡢヲ⣽ࠕࡣἲᨻᏛᏛ⾡◊✲ࢆࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹཧ↷ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ�

http://kenkyu-web.i.hosei.ac.jp/Profiles/20/0001982/theses.html�  

ࢇࡇࠊ

ࣝࣥࣕࢪ࡞

㛵ᚰ࡚ࡗࡶࢆ

�ࡍࡲ࠸

▱㆑ேㄽࡢศ㔝࡛ࡘࡃ࠸ࠊࡶᏛⓎ⾲ࡸ⩻ヂࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ�

�

2013ᖺᗘ5ࡽᖺ㛫ࡢணᐃ࡛ࠕࠊᆅ୰ᾏ୧ᓊ᳜ࢺࢫ࣏ࡿࡅ࠾ẸᆅᮇࡢᨻኚືẸ⾗�▱㆑ே㛵ಀ ࠖ

�ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ✲◊ࡢ㢟࠺࠸

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ↷ཧࢆࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᏛ◊✲㈝ຓᡂᴗ⛉ࠕࠊࡣヲ⣽ࡢ࡚࠸ࡘㄢ㢟✲◊ࡢࡇͤ

http://kaken.nii.ac.jp/d/r/60434180�

ࢆᤵᴗ࡞ࢇࡇ

ࡲ࠸࡚ࡗ࡞⾜

�ࡍ

�

ᢸᙜ⛉┠㸸ከゝㄒ♫ㄽ㸿࣭㹀�

ᇶᮏጼໃ㸸�

ձ⮬ศ࠼⪄ࡢࡢࡶࡿ࡞␗ࡣ᪉ᩥࡸ᥋ࡿࡍᶵࢆᥦ౪ࠊ࡛ࡇࡿࡍ⮬ศᩥࡿ࠶࡞ࡢⓗ೫ぢࡸ

ࡑࡶࡑࠊࡣࡾࡼࡿࡍ࠺ࡑṇࡲࡉࡄࡍࢆ▱↓ࡸ೫ぢࡓࡋ࠺ࡑࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍᥦ౪ࢆᶵࡃẼ▱↓

࠺ࡼࡋゎ⌮Ꮫၥⓗࢆࡢࡿࡃ࡚ࡋ⏕Ⓨࡀ▱↓ࡸ೫ぢࠊ࠼ࡺࡀࡿ࠶ࡀࡳ⤌ࡸቃ⎔࡞࠺ࡼࡢࡶ

�ࠋ࠺㣴ࢆែᗘࡿࡍ

ղㄒᏛࡸᛮྐࠊእᅜࡢ࡞ᑓ㛛▱㆑࣭ࡢࣝ࢟ࢫఏ㐩ࡶ㔜どࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ�

Ꮫࡸ♫࡛

ࢆάື࡞ࢇࡇ

�ࡍࡲ࠸࡚ࡋ

�ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁ࡚ࡋ༠ຊὶᩥࡢ㹃㹓㛵㐃ࡸࢫࣥࣛࣇ

ἲᨻᏛ࡛㛤ദࡓࡋㅮ₇ࠊࡣ࡚ࡋ�

࠸ၥࡢேᶒᛶឡྠࠕࣥࢱ࣭ࣗࢪࣝࣙࢪ㸻ࣝ 㸦ࠖ����ᖺ㸸࢛ࣥࣇࢥࣥࣛࣇ࣭ࢪᏛ୍ࡢ⎔㸧�

ࡿࡍ࠺ࢆ᭷㝈ᛶࡢࢀࢃࢀࢃࠕࢫࢡࢵ࣓ࢣ࣭ࢫࣥࣛࣟࣇ 㸦ࠖ����ᖺ㸹ࣟࣉ࣭ࢫࢻ࣒࣭ࣥࢫ࣒ࢫ࢚ࣛ

�➼㸧⎔୍ࡢ࣮ࠖࣇࢯࣟࣇ࣭࣮ࣟࣘࠕ࣒ࣛࢢ

�

�

�

�

�

�

�
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Ặ� �ྡ � � ⇃⏣Ὀ❶㸦ࡓࡲࡃ� �㸧ࡾࡢࡋࡼ ᩍᤵ�

ࡋࢆ✲◊࡞ࢇࡇ

�ࡍࡲ࠸࡚

✲◊ࢸࣜࣗࢳࢫࢡࢸࠕ ࣛࣗࢳ࣮ࣝ࢝ࢱࣥ㛫ᩥᛶ㸻ࠕࠊࡣㄽᩥ࡛ࡿ࠸࡚࠸᭩ࢁࡇࡢࡇࡇࠋࡍᑓ㛛࡛ࡀࠖ

ᩥࠕࠊ࠺ࡼࡿࢀࡉᵓ⠏୰ࡢ㛵ಀᛶࡢ⪅ࡀయࠖࠕࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ✲◊࡚࠸ࡘᴫᛕ࠸ࡋ᪂࠺࠸ࠖࢸࣜ

 ᩥࠕࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿࢀࡉᵓ⠏㛵ಀⓗࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ❧Ꮡᐇయⓗࠊࠖࡶ ࡵᐃ࠺ࡼࡢࡇࢆࡳ⤌ࡢࠖ

�ࠋࡍࡲ࠸࡚࠼⪄ࡿࡁᙇ࡛ࢆᛶࠖ⮬⊃ࡢᩥࡢࠎಶࠕ⦖↓ࡇࡿ࡞ⓗࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿ

ᣲࢆᡂᯝ࡞ࢇࡇ

�ࡍࡲ࠸࡚ࡆ

㸫࡚ࠖࠗࡋࢆ⏬⤮ࡢࣖࢦࣗࢩࢵ࣎�㸫ࢺࢫࢡࢸᅗീࢺࢫࢡࢸゝㄒࡢ࡚ࡋฟ⾲ࡢୡ⏺⌮ゎࠕ ␗ᩥ ��

ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ����ᖺ�

ኚⓗ⏕ᡂ┦ࡢᩥኚᐜ㸫ಶே┦ⓗ⦅ᡂືࡧࡼ࠾グྕⓗᚑᒓࡢ࡚ࡋ⌮ཎࡢࣥࣙࢩ࣮ࢮࣜࣂ࣮ࣟࢢࠕ

ᐜ୍ࡢ࡚࠸ࡘ⪃ᐹ㸫ࠖࠗ ␗ᩥ��ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ����ᖺ�

Ⅽᛶ㸫⾜ෆᅾᛶࡿࡅ࠾ヨㄽ㸫ⱁ⾡సရࡢ࡚࠸ࡘᑐⓗ౯್┦ࡢࡇࡿ࠶၏୍࡛ࠕ �ࠖ

ࠗ␗ᩥ��ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ����ᖺ�

ᐹ̿ࠖ⇃⏣Ὀ⪄୍ࡢ࡚࠸ࡘᮏ᮶ⓗᙺྠ୍ᛶࡢࡇࡿㄒࡇࡿぢࡇࡿ▱ヨㄽ࣮̿ࢪࣟࢺࣛࢼࡢ⏬⤮ࠕ

❶⦅ࠗᅜ㝿ᩥ◊✲ࡢ㐨㸫ඹ⏕㐃ᖏࢆồ࡚࠘ࡵᙬὶ♫ࠊ�����ᖺ�

㸭ᩥ㸼ࢺࢫࢡࢸ㸼㸺ࡢ࡚ࡋ㸭⥲యࡢࠎᐹ̿㸺ಶ⪄ࡿࡍ㛵ከᩥᛶࠖࠕࡢ࡚ࡋ㸺๓ᥦ㸭⤖ᯝ㸼ࡢヂ⩻ࠕ

㸼㸺⊂⮬ᛶ㸭ᬑ㐢ᛶ㸼̿ࠖࠗࡍฟࡾ㸭సࡿࡍ㸺౫ᣐࡀ ␗ᩥ���ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ����ᖺ�

ࠗࠖ̿࠸ၥࡿࡍࡍ㏉࠸ၥࢆ⩏⪅̿ከᩥᕫ⮬ࡿࡅ࠾⌮ᛶཎᩘ「ࡢᩥࠕ ␗ᩥ���ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ

㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ�����ᖺ�

␗࡚ࠗࠖ̿ࡵồࢆᣢ⥆ᛶ⏺㝈ࡢࣝࢡ࣮࣑ࣛࣗࢩ࡞✵̿ࡳヨࡢᵓ⠏ࡢ!⩏ከᩥ�ࡿࡼ!㛫ᩥᛶᴫᛕ�ࠕ

ᩥ���ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ�����ᖺ�

ࢱ࣭ࢦኌ㸫ࡢᡭࡾㄒࡿࡌᑒࢆእཧ↷ᛶࢺࢫࢡࢸࠕ ࣇࠗࢺࢫࣜࢡ ᝏ❺᪥グ ���ᩥ␗ࠗࠖࡾㄒࡿࡍ⤯ᣄࡿࡅ࠾࠘

ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ�����ᖺ�

⪅㸫ࠖࠗᕫ⮬ࡢ࡚ࡋࢺࢫࢡࢸ⎔㸫ࡢࡇࡿ࠶య࡛⮬ࢀࡑࠕ ␗ᩥ ��ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ

�����ᖺ�

㸫ࠖࡁാࡢᛶࢺࢫࢡࢸ㛫ࡿࡍඞ᭹ࢆ㞀ቨࡢᛶ㸫ពఏ㐩ࢺࢫࢡࢸ㛫ࡢ࡚ࡋ⌮ᬑ㐢ཎࡿࡍ⬟ྍࢆព⏕ᡂࠕ

ࠗ␗ᩥ��ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ�����ᖺ�

ࠗࠖࢸࣜࣗࢳࢫࢡࢸ࣮ࢱࣥࡢ⪅ᐜཷసရࠕ ␗ᩥ��ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ�����ᖺ�

㸫ࠖࠗ␗ᩥ࡚࠸ࡘⓎヰ࡞⬟ྍࡿࡅ࠾᪥ᮏㄒ࡚ࡋࡑ㸫⏤⮬ᙉไࡢࡇࡿ࠶ⓗ࡛⥺ࡀ❧ᡂࡢព⾜Ⅽࠕ

�ྕ࠘ἲᨻᏛᅜ㝿ᩥᏛ㒊⣖せࠊ�����ᖺ�

ᏛᩥࡢࢶࢻⅭ㸫ࠖ❧ᕝὒ୕⦅ࠗ᥈ồ࣭⾜ࡿࡍ⥆ᣢࡢࡘࡿࡍ፹యࢆពᚿ㸫ᑠㄝసရࡴㄞពᚿࡿㄒ≀ࠕ

ゝㄒ࠘ᮾὒฟ∧ࠊ�����ᖺ�

࡞ࢇࡇࠊ

㛵ᚰࣝࣥࣕࢪ

 ࡍࡲ࠸࡚ࡗࡶࢆ

⮬ศ࡚ࡋྐ✲◊ࡢᣲࠊࡤࢀࡆ௨ୗ࡚࠸ࡘࡇࡢ⪃ᐹࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࠊࡓࡲࠊࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ�

㸯㸬࣒ࣜࢢ᫇ヰࡢᵓ㐀◊✲࣭ศ㢮◊✲�� 㸰㸬ᑠㄝࡢㄒࡢࡾᵓ㐀࣭ࢪࣟࢺࣛࢼ �࣮

㸱㸬ㄞ⪅ㄽ�� 㸲㸬⩻ヂㄽ�� 㸳㸬ᩥグྕㄽ�

⾜ࢆᤵᴗ࡞ࢇࡇ

�ࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞

ࡍᐹ⪄࡚࠸ࡘࡓࡗࡓ࠸ࡿࢀࡉ㇟⾲࡚ࡋ࠸ࡀಶࠖࠕࡓࡲࠊࡓࡗࡓ࠸ࡿࡍᏑᅾ࡚ࡋ࠸ࡀಶࠖࠕ

㛫ᩥᛶࠕᛶࠖࢺࢫࢡࢸ㛫ࠕ㛫ほᛶࠖࠕࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࡇࡿ ࠋࡿ࠸࡚ࡋㄢ㢟ࢆࡇࡃ࠸࡚ࡵࡘࡁࡘࢆᴫᛕ࠺࠸ࠖ

ಟኈㄢ⛬ࡢᤵᴗ࡛ࠊࡣ┠ୗࠊࢁࡇࡢ⫝̸ീ⏬ࠊ࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ௨ୗࡢⴭసࢆ⢭ㄞࡿ࠸࡚ࡋ㸸࣭ࣥࢱ࢙ࣦࢶ ࣇࣟࢻࢺ

ࠗಶࡢ♩㈶㸫ࣝࢫࣥࢧࢿᮇࣝࢻࣥࣛࣇ⫝̸ീ⏬࠘ᒸ⏣ ྖ࣭ሯ┤ᏊヂࠊⓑỈ♫ࠊ�����ᖺ�

Ꮫࡸ♫࡛ࡇ

࡚ࡋࢆάື࡞ࢇ

�ࡍࡲ࠸

᪥ᮏᅜࡢ⣙���Ꮫᅜ㝿ᩥᏛ㒊࣭ᅜ㝿ᩥ◊✲⛉ࢀࡑࡣ࠸ࡿ࠶㢮ྡࡿࡍ๓࡛ࠕࠊᅜ㝿ᩥᏛࠖࢆᑓ㛛

Ⓨ�����ᖺࠊࡣ᪥ᮏᅜ㝿ᩥᏛࡿ࠶Ꮫ࡛ࡿࡍ✲◊ࢆᅜ㝿ᩥᏛࠖࠕࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀᏛ㒊࣭Ꮫ⛉࣭Ꮫ㝔ࡿࡍ

㊊ࠊࡋ⌧ᅾࡢࡽࢀࡇࠊᏛࡢᩍဨ࣭Ꮫ⏕ࡓࡲࠊᅜ㝿ὶᚑࡿࡍ᪉ࡿ࡞ࡽ࡞ࠎ⣙����ྡࡢဨࠊࡀ◊✲

Ⓨ⾲ࡸᏛㄅࡢ✲◊ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡢࡇࠊࡣ⚾ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ᪥ᮏᅜ㝿ᩥᏛࡢⓎ㊊ࡅࡧே୍ࡢே࡛ࠊࡾ࠶

ᖖ௵⌮࡚ࡋാࠊࡁ�����ᖺᗘ㹼�����ᖺᗘࡣ㛗ࠋࡓࡋࡲࡵົࢆᏛ㝔⏕ࡢ◊✲Ⓨ⾲ࢆḼ㏄ࠋࡍࡲࡋ�

ἲᨻᏛ࡛ࠊࡣ����ᖺᗘ �࣭���ᖺᗘᏛ㛗㸦Ꮫ㝔ᢸᙜ㸧ົ⫋ࡢᑵࠋࡍࡲ࠸࡚࠸�
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Ặ�  ྡ � � � � � � � � � � ㍿▼� ဴဢ㸦ࡸࡘ࡚ࡋ࠸ࡋࡇ㸧ᩍᤵ 

✲◊࡞ࢇࡇ

ࡲ࠸࡚ࡋࢆ

 ࡍ

�࣭ⱥㄒᙧែㄽ㸦ⱥㄒࡢㄒࢆ୰ᚰࡓࡋ㡿ᇦ㸬ᙧែㄽࡴ⤡ࡀ㡢㡩⌧㇟㸪ᙧែ

⌧㇟㸪ゝㄒྐࡴྵࡶ࡞㸧㸬 

�࣭ⱥㄒ㡢ኌᏛ࣭㡢㡩ㄽ 

�࣭ⱥㄒ㎡᭩Ꮫ㸦ⱥㄒ㎡᭩ࡢṔྐ㸪ẚ㍑➼㸧㸬 

�࣭᪥ᮏㄒࡢᑐ↷◊✲㸦᭩グయ⣔㸪ㄒᙡᵓ㐀➼㸧㸬 

ሙྜ㸪୍ࡢ⚾㸪࠾࡞ ࡛✲◊ࡢࣉࢱࡃ࠸࡚ࡏࡉ῝ࡵワࡁ✺ㄽⓗ⌮ࢆ㇟ࡢࡘ

㸪୍ࡋグ㏙ࢆ㇟࡞ࡲࡊࡲࡉ㸪ࡃ࡞ࡣ ぢ↓㛵ಀᛮࡇࡿࢀࢃ㛵ಀᛶࢆぢฟࡋ

࡚㸪᪂࡞ࡓගࢆᙜ࡚࡚ࡀࡇࡿ࡞✲◊ࡢࣉࢱࡃ࠸ከࡍ࡛࠸㸬 

ᡂᯝ࡞ࢇࡇ

࠸࡚ࡆᣲࢆ

 ࡍࡲ

‘࣭Two Types of Adjectives and the History of English Word Formation.’� 㸦༢ⴭ㸪ㄽ

ᩥ㸧2012ᖺࠗṔྐゝㄒᏛ (࠘Historical Linguistics in Japan) ➨1ྕ23-38㡫ᥖ㍕㸬

࣭Collateral Adjectives and Related Issues.㸦༢ⴭ㸪᭩⡠㸧2011ᖺPeter Lang♫(Bern, 

Switzerland) ࡾࡼฟ∧㸬 

‘࣭An Analysis of Cambridge Advanced Learner’s Dictionary.’� 㸦ඹⴭ㸪ㄽᩥ㸧2005ᖺ

Lࠗexicon࠘㸦ᒾᓮ◊✲㸧➨35ྕ127-184㡫ᥖ㍕㸬 

‘࣭Collateral Adjectives, Latinate Vocabulary, and English Morphology.’� 㸦༢ⴭ㸪ㄽᩥ㸧

2002ᖺStudia Anglica Posnaniensia➨37ྕ49-88㡫ᥖ㍕㸬 

‘࣭Collateral Adjectives and Related Issues.’㸦㡑ᅜ᷄ᅜᏛᰯᏛ㝔࡛ࡢㅮ₇㸧㸦The 

1st Overseas Lecture Based on the Jissen-Dankook Academic Exchange Agreement) 

ࢇࡇࠊ

ࣝࣥࣕࢪ࡞

ࡶࢆ㛵ᚰ

 ࡍࡲ࠸࡚ࡗ

�࣭ⱥㄒࡴ⤡ࡀ㇟࡚㸬 

�࣭ゝㄒ㛫ࡢẚ㍑࣭ᑐ↷◊✲⯡㸬 

�࣭ⱥㄒ㸪᪥ᮏㄒ࡛ࡢసᩥᣦᑟ㸪ㄽᩥసᡂᣦᑟ㸬 

 Ꮫ⩦ἲ㸬࠸ࡋ᪂ࡢⱥㄒࡓࡋ⏝ࢆ➼ࣥࢥࢯࣃ࣭�

�࣭ⱥㄒ㸪ⱥㄒ࡞ࢡࢵࢸࢫࣜࢼ࣮ࣕࢪࡢ⾲⌧➼㸬 

�࣭ⱥㄒᅪ㸪Ḣᕞࡢゝㄒ࣭ᩥṔྐ㸬 

ᤵᴗ࡞ࢇࡇ

࡚ࡗ࡞⾜ࢆ

 ࡍࡲ࠸

 

Ꮫ㒊ᤵᴗ࡛ࡣ㸪ࣥࢮࣞࣉࡓ࠸⏝ࢆࣝࣗࢪࣦࡢ➼ࢺ࣏࣮ࣥ࣡ࣃᙧᘧࢆ᥇

ࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢண࿌㸪ᚋࡢ๓ࡿࡼ࣒ࢸࢫࢩᤵᴗᨭࡽࡉ㸬ࡍࡲ࠸࡚ࡋ⏝

 㸬ࡍࡲ࠸࡚ࡅࡀᚰ࠺ࡼࡿࢀࡽࡵ῝ࢆゎ⌮ࡀ⪅㸪ᒚಟ࠸⾜ࢆ➼ࢡ

Ꮫ㝔ࡢᤵᴗ࡛ࡣ㸪Ꮫ⏕ࡢ⯆㸪ᐇຊ➼ࡵࡓࡿ࠶࡛ࡲࡊࡲࡉࡀ㸪ᒚಟ⪅ࡢヰ

㸬ⱥㄒᏛ㸪ゝࡍࡲࡁ࠸࡚ࡵỴࢆ➼᪉ࡵ㐍ࡢᙧᘧ㸪ᤵᴗࡢ㸪ᤵᴗࢫ࣮࣋ࢆ࠸ྜࡋ

ㄒᏛࡢ▱㆑࠸࡞ࡢᏛ⏕࡛ࡶ⌮ゎ࡛࠺ࡼࡿࡁ㸪ゎㄝࢆከࡽࡀ࡞ࡋࡃⱥㄒᩥࡸ

 㸬ࡍࡲ࠸࡚ࡵດ࠺ࡼࡃ࠸࡚ࡵ῝ࢆゎ⌮࡚࠸ࡘ

Ꮫࡸ♫

ά࡞ࢇࡇ࡛

࠸࡚ࡋࢆື

 ࡍࡲ
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ⱥㄒᩍဨࡢ◊ಟㅮᖌࢆࡵ㸪㎡᭩ᣦᑟࡾ࠶ࡢ᪉➼ࢆᣦᑟࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ㸬ࡓࡲ㸪ᾏ
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ಶேⓗ᪥ᮏࢻࣥࣛࢺࢵࢥࢫ༠ᡤᒓࡋ㸪ᩥࢻࣥࣛࢺࢵࢥࢫࡢ⤂࣭ ᬑཬ

 㸬ࡍࡲ࠸࡚ࡵ㸪ດࡶ
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氏 名 	 	 	 	 佐々木	 一惠	 （ささき	 もとえ）	 	 	 准教授	

こんな研究

をしていま

す 

19 世紀末から 20 世紀初頭のニューヨークにおけるプロテスタント教会による政

治・社会改革活動から、都市公共領域と宗教との関係について、ジェンダーの視点

を交え検討しています。	

こんな成果

を挙げてい

ます 

 
「ジェンダーからみるグローバル・ヒストリー	 ―女子教育とジャンヌ=ダルクの 

『普遍化』から」、上智大学アメリカ・カナダ研究所、イベロアメリカ研究

所、ヨーロッパ研究所共編『グローバル・ヒストリーズーナショナルを超え

て』上智大学出版社、２０１８年。 
 
Redemption and Revolution: American and Chinese New Women in the Early 

Twentieth Century (Ithaca, NY: Cornel University Press, 2016). 
 

“Excludable Aliens vs. One National People: The U.S. Chinese Exclusion Policy 
 and the Racialization of Chinese in the United States and China,”  
The Japanese Journal of American Studies (no.23, 2012). 

 

「キンボ・アボの大陸間移動とグローバル・ヒストリー」、『異文化別冊』（2010年）。 
 
“American New Women Encountering China: the Politics of Temporality and 

 Paradoxes of Imperialism, 1898-1927,” Journal of Colonialism and  
Colonial History 10, (no.1, Spring 2009).  

 

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

・19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけてのアメリカにおけるジェンダー問題	

・公共領域と宗教、世俗主義の形成	

・アメリカ合衆国のプロテスタント教会と社会運動	

こんな授業

を行なって

います 

 

・19 世紀末から 20世紀末にかけての歴史学の変遷を、周辺領域（文学・文化人類

学・社会思想）の動向と関連付けながら検討しています。	

・「世界史」というパラダイムそしてイデオロギーが、近代の歴史意識をどう形作

ってきたのかを検討しています。	

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

アメリカ学会の英文ジャーナルの編集委員をしています。	

10



 

氏 名 	 	 佐藤	 千登勢	 （さとう	 ちとせ）	 	 教授	

こんな研究

をしていま

す 

	

 20 世紀初頭のロシア・アヴァンギャルド芸術を専門としています。とりわけ、ロ

シア・フォルマリストの芸術理論、文学作品、映画（脚本）を中心に論文や本をま

とめてきました。	

こんな成果

を挙げてい

ます 

 
・	『シクロフスキイ	 規範の破壊者』（南雲堂フェニックス、2006 年）	

・	共著『ロシア文学への扉』金田一真澄編著（慶應義塾大学出版会、2007年）	

・	『映画に学ぶロシア語：台詞のある風景』（東洋書店、2009 年）	

・	『チェブラーシカ』（東洋書店／ユーラシアブックレット、2010 年）	

・	「幾何学的フォルムの可能性：ヴィクトル・シクロフスキイの場合」、貝澤哉、

野中進、中村唯史編著『ロシア・フォルマリズム：言語・メディア・知覚』（せり

か書房、2012 年）	

・	「良心の旋律：ムスティスラフ・ロストロポーヴィチ」、鈴木靖、法政大学国際

文化学部編『国境を超えるヒューマニズム』（法政大学出版局、2013 年）	

・	「ロシア・東欧の映画人」の項目概説、『岩波世界人名大辞典』二分冊（岩波書

店、2013 年） 

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

	

・	映画学	

・	メディアと知覚の問題	

・	抑圧と被抑圧の現象について	

	

こんな授業

を行なって

います 

 

・	「多文化芸術論１」にて、ソ連・ロシア、チェコ、ポーランド、ハンガリーの映

画作品や音楽を中心に、国家のイデオロギーと芸術の関係について、また芸術の

審美的要素について、院生のみなさんと作品を鑑賞しつつ、意見を交換する授業

をおこなっています。	

・	メンバーの傾向によって、音楽、映画の他にアニメーション作品など、ジャンル

を変えて、作品を部分的に鑑賞し、議論することもあります。	

	

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

 

・	日本ロシア文学会の理事をしています。	

・	日本ロシア文学会関東支部運営委員を務め、支部事務局を定期的に担当してい

ます。	

・	慶應義塾大学通信教育部の教科書『ロシア文学』作成に携わっています。	
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氏 名 髙栁	俊男	 （たかやなぎ	としお）	 	 教授	

こんな研究

をしていま

す 

専門は朝鮮近現代史で、日本との関係を中心に研究しています。激動の歴史のなか

で、人々が海峡を越えてお互いをどう認識し、移動や交流・摩擦を繰り返してきたの

か、その過程全般に関心があります。	

近年はとくに、日本に渡ってきた人々（在日朝鮮人：総称）の経てきた歴史や、そ

のなかで培われた文化について重点的に研究しています。従来見落とされてきたもの

の、本来大事と思われる埋もれた事実や資料の掘り起こしに力を注いでいます。	

こんな成果

を挙げてい

ます 

・「中西伊之助と朝鮮」（『季刊三千里』第 29 号、1982 年）	

・「ポンチ絵に見る日本人の朝鮮認識」（『すくらむ』第 216 号～第 227 号、全 12回連

載、1985 年）	

・（共訳書）『在ソ朝鮮人のペレストロイカ	－朝鮮語新聞「レーニン・キチ」』を解読』

（凱風社、1991 年）	

・「東京・枝川町の朝鮮人簡易住宅建設をめぐる一考察」（立教大学史学会『史苑』第

56 巻第 1号、1995 年）	

・（復刻と解説）『朝鮮時論』（緑蔭書房、日本植民地文化運動資料 9、1997 年）	

・「東京に朝鮮関連の史跡を訪ねる」（大阪国際理解教育研究センター『Sai』第 32 号

～37 号、全 6回連載、1999 年～2000年）	

・「映画『海を渡る友情』と北朝鮮帰国事業」（『在日朝鮮人運動史研究』第 29 号・第

30 号連載、1999 年・2000 年）	

・「渡日初期の尹学準－密航・法政大学・帰国事業」（『異文化』第５号、2004 年）	

・「在日朝鮮人と短歌－韓武夫を手がかりとして」（『社会文学』第 26 号、2007 年）	

・「留学生を主対象とする国内研修実現への歩み－法政大学国際文化学部の教育実践

の記録として」（熊田泰章編『国際文化研究への道』彩流社、2013 年）	

・「飯田・下伊那研修を意義あるものとするために―国際系学部の事前学習授業の実

際から」（学輪 IIDA機関誌『学輪』第 2号、2016 年）	

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

韓国・朝鮮関係なら、広く興味があります。ほかに、満州移民をはじめとする東ア

ジアの民族問題や、多文化共生に向けた日本社会の動向全般にも関心があります。	

研究のスタイルとして、文字資料を活用するのは当然ですが、映像資料の収集・活

用や、体験者からの聞き取りにも力を注いでいます。また、イメージをふくらませる

ため、なるべく現地を訪れ、「足で稼ぐ」ことをモットーとしています。一例として、

「歩いて知る東京の中の『朝鮮』」というフィールドワークを毎年実施しています。	

最近では、学部の SJ国内研修の担当者として、長野県南部地域に詳しくなり、お

かげで南信という一地方から日本や世界を見つめ直す面白さを味わっています。	

こんな授業

を行なって

います 

 

どんな学問をやるにしても、その学問が形成されてきた時代への考察は欠かせませ

ん。春学期は、特定の個人の伝記的著作物を媒介に、戦前・戦後の日本の時代潮流や

社会運動を、とくにアジアとのかかわりの中で追う授業を行なっており、これまで鶴

見俊輔・和田春樹・石田雄・富山妙子・岡部伊都子・日高六郎・松本昌次などを取り

上げてきました。	

秋学期は、在日朝鮮人を軸とした日本の多民族共生がテーマですが、６年前から始

めた、在日朝鮮人に関連して出された戦後のパンフレット類を時代を追って読む作業

を、まだもう少し続けることになりそうです。	

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

大学院に入学した 1981 年以来、在日朝鮮人運動史研究会のメンバーとして会の運

営に携わってきましたが、ここのところ忙しく、休みがちです。	

大学１年生のとき、ＨＮＫに朝鮮語講座開設を要望する署名運動が起こり、そこに

集まった人たちで読書会を作りました。それ以来約 40 年、私のところを事務局に「鐘

声の会」として例会活動を続け、ミニコミ誌『鐘声通信』を月刊で 460号あまり発行

しています。どこまで続くか不明ですが、目標としてきた柏木義円の『上毛教界月報』

全 459 号を最近越えました。今後とも「継続は力なり」で頑張っていきます。	
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氏	 名 	 	 中島	 成久	 （なかしま	 なりひさ）	 	 	 	 教授	

こんな研究

をしていま

す

・文化人類学、東南アジア（インドネシア）研究

・インドネシアの土地紛争のポストコロニアリズム論的研究

・熱帯林の資源管理と紛争の研究

・学術振興会科学研究費基盤研究（C）「アブラヤシ開発で危機に瀕するインドネシアの国立公園の社会

文化的研究」（2017年4月～2020年3月）

こんな成果

を挙げてい

ます

著書・論文	

2018年	

・Expulsion	of	Nias	Squatters	and	Expansion	of	Oil	Palm	Development,	Journal	of	International

Economic	Studies,	No.32,

The	Institute	of	Comparative	Economic	Studies,	Hosei	University

2017年	

・アブラヤシ・プランテーション労働者をめぐるヘゲモニー関係、『異文化論文編』18号

・クリンチ・スブラット国立公園のスクウォッター――ジャンビ州ムランギン県での調査	 報告、『イン

ドネシアニュースレター』96号、日本インドネシアNGOネットワーク（JANNI）	

2016年	

・ベネディクト・アンダーソン『＜境界』を生きる思想家たち』第９章、国際社会人叢書２、

栩木玲子／法政大学国際文化学部編、法政大学出版会

2013年中島成久・西芳実編『原発震災被災地復興の条件――ローカルな声』JCAS	Collaboration	Series	

7,地域研究コンソーシアム（JCAS）、京都大学地域研究統合情報センター	

2011年『インドネシアの土地紛争――言挙げする農民たち』創成社新書	

2010年『森の開発と神々の闘争――改訂増補版屋久島の環境民俗学』明石書店	

2004年（編著）『グローバリゼーションのなかの文化人類学案内』明石書店	

1993年『ロロキドゥルの箱――ジャワの性、神話、政治』風饗社	

訳書	

2007 年	 アン・ローラ・ストーラー『プランテーションの社会史、デリ／１８７０－１９７９』、法政

大学出版会、	

1995 年	 ベネディクト・アンダーソン『言葉と権力－インドネシアの政治文化探求－』、日本エディタ

ースクール出版部	

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています

・多国籍企業研究――企業のグローバル化とグローカル化、文化摩擦、多国籍企業の CSR（企業の社会

的責任）

・世界遺産をめぐる文化の政治学

こんな授業

を行なって

います

・ナショナリズム／エスニシティ論

受講生の興味に沿いながら、ナショナリズムとエスニシティに関する基本的な文献を読み進める

学部の授業

・国家と民族（「宗教と国民統合／非統合」というテーマで、アメリカ、インドネシア、日本の政治と宗

教を解読）	

・他に、地域紛争とエスニシティ、他者イメージ論、、東南アジアの文化担当

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます

・国際文化研究科長（2014年4月～2016年3月）

・日本国際文化学会理事（2011年７月～2013年７月）

・法政大学比較経済研究所運営委員（2001年4月1日～2008年3月31日）

・日本文化人類学会、日本国際文化学会

・インドネシア関連NGO活動

・故郷である屋久島ウォッチャーとして行動し、発言している（高校卒業まで屋久島で過ごしました!!）	
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氏 名 	 	 	 松本	 悟	 （まつもと	 さとる）	 	 教授	

こんな研究

をしていま

す 

・開発援助の制度、効果、影響（国際組織、日本政府、NGO）	

・調査の機能（特に環境・社会影響評価）	

・メコン河流域の地域研究	

・開発と環境	

・マスメディア研究（特に内容分析）	

こんな成果

を挙げてい

ます 

1.『調査と権力』（東京大学出版会、2014 年）	

2.『NGO から見た世界銀行―市民社会と国際機構のはざま』（共編著、ミネルヴァ書

房、2013 年）	

3.「世界銀行と地球環境基金―開発課題化される環境問題の教訓」（『季刊環境研究	

No.171』、日立環境財団、2013 年）	

4.『人々の資源論』（分担執筆、明石書店、2008 年）	

5.『徹底検証ニッポンの ODA』（分担執筆、コモンズ、2006 年）	

6.『シリーズ国際開発第 3巻	生活と開発』（分担執筆、日本評論社、2005 年）	

7.『被害住民が問う開発援助の責任―インスペクションと異議申し立て』（編著、

築地書館、2003 年）	

8.『People	and	Forest	-	Policy	and	Local	Reality	in	Southeast	Asia,	the	

Russian	Far	East,	and	Japan』（分担執筆、Kluwer	Academic	Publishers、2003

年）	

9.「インドシナ共産主義政党とマスメディアーラオスとベトナムの新聞統制」（『マ

スコミュニケーション研究 56』、2000年）	

10.『メコン河開発―21 世紀の開発援助』（築地書館、1997 年）	

ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

上記研究分野以外に、貧困、紛争、資源、森林に関する研究であれば、大学院での

指導が可能です。研究方法としては、院生の研究目的に沿って、インタビューや文

献を研究資料とする質的調査の指導、統計データやアンケートに基づく量的調査に

ついては助言を行います。	

こんな授業

を行なって

います 

国際協力の概念やアクター（国際機構、NGO）の役割、開発援助の社会・文化的側

面、新興ドナー（中国、韓国、タイなど）、開発や開発援助が少数民族に及ぼす影響

について学びます。毎回文献を指定し、受講生が分担して講読・発表し、教員が補

足的な講義を行います。なお、履修する院生の関心をふまえて、授業内容や使用す

る文献を柔軟に変更する方針です。	

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

NHK 報道記者（1987-92）、日本国際ボランティアセンター（JVC）ラオス事務所代表

等（1992-96）、特定非営利活動法人メコン･ウォッチ代表理事等（1999-）、国際環境

NGO	FoE	Japan 顧問（2009-）、アジア太平洋資料センター理事（2010-）、外務省開

発協力適正会議委員（2011-17）、JICA環境社会配慮助言委員会委員、ジェトロ環境

社会配慮諮問委員、その他、2009 年以降継続して行われている「事業仕分け」や「行

政事業レビュー」の評価者や国の歳出改革ワーキンググループのメンバーとして政

府の予算・決算・制度のレビューをしています。	
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